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(57)【要約】
【課題】　拍動のゆらぎに基づいて、被測定者の健康状
態を総合的に判断する。
【解決手段】　心拍ゆらぎ検出装置における情報処理方
法であって、被測定者の心拍を検出し、ローレンツプロ
ットデータを算出する工程（Ｓ５０５、Ｓ５０７）と、
前記ローレンツプロットデータに基づいてゆらぎ度を算
出する工程（Ｓ５０９）と、所定時間内に検出された前
記被測定者の体温を含めた過去の低温期と高温期の体温
の差異を算出する工程（Ｓ５１１）と、前記被測定者の
脳波を検出し、該脳波と前記検出された心拍の単位時間
当たりの心拍数と前記ゆらぎ度とに基づいて、心地よさ
度を検出する工程（Ｓ５１２）と、前記ゆらぎ度と前記
体温の差異と前記心地よさ度とに基づいて前記被測定者
の健康状態を判定する工程（Ｓ５１３）とを備える。
【選択図】　図５Ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
被測定者に関する情報を設定する設定手段と、
　前記被測定者の拍動を検出し、１拍毎の拍動間隔を抽出する抽出手段と、
　前記抽出手段により抽出された拍動間隔に基づいて時間領域解析を行う解析手段と、
　所定時間内に前記被測定者の基礎体温を検出し、該検出した基礎体温を含めた過去の基
礎体温の測定結果を用いて、低温期と高温期との基礎体温の差異または基礎体温の周期性
の有無を算出する体温差算出手段と、
　前記所定時間内に前記被測定者の脳波を検出し、該検出された脳波と前記解析結果と前
記検出された拍動の単位時間あたりの拍動数とに基づいて、前記被測定者が精神的にリラ
ックスした状態にあるのか否かを表す心地よさ度を算出する心地よさ度算出手段と、
　前記基礎体温の差異または基礎体温の周期性の有無と前記解析結果と前記心地よさ度と
に基づいて、前記被測定者の健康状態を判定する判定手段と、
　前記判定手段における判定結果に基づいて、メッセージを表示する表示手段と
　を備えることを特徴とする心拍ゆらぎ検出装置。
【請求項２】
被測定者の拍動を検出し、拍動間隔を抽出する抽出手段と、
　前記抽出されたｎ拍目の拍動間隔とｎ＋１拍目の拍動間隔とを、２次元グラフ領域の縦
軸または横軸として順次プロットする場合の各座標データを算出する座標算出手段と、
　所定時間内に算出された前記座標データのばらつきを算出するばらつき算出手段と、
　前記所定時間内に前記被測定者の基礎体温を検出し、該検出した基礎体温を含めた過去
の基礎体温の測定結果を用いて、低温期と高温期との基礎体温の差異または基礎体温の周
期性の有無を算出する体温差算出手段と、
　前記所定時間内に前記被測定者の脳波を検出し、該検出された脳波と前記ばらつきと前
記検出された拍動の単位時間あたりの拍動数とに基づいて、前記被測定者が精神的にリラ
ックスした状態にあるのか否かを表す心地よさ度を算出する心地よさ度算出手段と、
　前記基礎体温の差異または基礎体温の周期性の有無と前記ばらつきと前記心地よさ度と
に基づいて、前記被測定者の健康状態を判定する判定手段と、
　前記判定手段における判定結果に基づいて、メッセージを表示する表示手段と
　を備えることを特徴とする心拍ゆらぎ検出装置。
【請求項３】
前記心地よさ度算出手段は、所定の係数Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄを用いて、Ａ×（単位時間あたり
の拍動数）＋Ｂ×ばらつき＋Ｃ×脳波＋Ｄを計算することにより心地よさ度を算出するこ
とを特徴とする請求項２に記載の心拍ゆらぎ検出装置。
【請求項４】
前記判定手段は、前記基礎体温の差異または基礎体温の周期性の有無に基づいて、前記被
測定者の体調の良し悪しを判定し、前記ばらつきと前記心地よさ度とに基づいて、該体調
の良し悪しと前記被測定者の精神的なストレスならびに該ストレスに伴う副交感神経と交
感神経とのバランスの乱れとの関連性を判定することを特徴とする請求項２に記載の心拍
ゆらぎ検出装置。
【請求項５】
前記判定手段は、前記ばらつきが所定のばらつき閾値以上の場合には、副交感神経が優位
な状態にあり、所定のばらつき閾値より小さい場合には、交感神経が優位な状態にあると
判定することを特徴とする請求項４に記載の心拍ゆらぎ検出装置。
【請求項６】
前記判定手段は、前記基礎体温の差異が所定の体温閾値以上の場合または前記基礎体温の
周期性がある場合には、体調が良いと判定し、所定の体温閾値より小さい場合または前記
基礎体温の周期性がない場合には、体調が悪いと判定することを特徴とする請求項４に記
載の心拍ゆらぎ検出装置。
【請求項７】
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前記判定手段は、前記心地よさ度が所定の心地よさ度閾値以上の場合には、被測定者が精
神的にリラックスした状態にあり、所定の心地よさ度閾値より小さい場合には、被測定者
が精神的にリラックスした状態にないと判定することを特徴とする請求項４に記載の心拍
ゆらぎ検出装置。
【請求項８】
前記表示手段は、更に、
　前記座標データに基づいて前記２次元グラフ領域にプロット表示するとともに、前記検
出された体温及び前記算出されたばらつき、心地よさ度を表示することを特徴とする請求
項２に記載の心拍ゆらぎ検出装置。
【請求項９】
被測定者に関する情報を設定する設定手段と、
　前記ばらつきと前記検出された体温と前記心地よさ度と前記被測定者に関する情報とを
対応付けて記憶する記憶手段と、を備え、
　前記表示手段は、更に、
　前記被測定者に関する情報のうち、所定の情報に対応付けられた前記ばらつきおよび前
記体温および前記心地よさ度を抽出して時系列に配することで、トレンドグラフを表示す
ることを特徴とする請求項２に記載の心拍ゆらぎ検出装置。
【請求項１０】
被測定者に関する情報を設定する設定工程と、
　前記被測定者の拍動を検出し、１拍毎の拍動間隔を抽出する抽出工程と、
　前記抽出工程により抽出された拍動間隔に基づいて時間領域解析を行う解析工程と、
　所定時間内に前記被測定者の基礎体温を検出し、該検出した基礎体温を含めた過去の基
礎体温の測定結果を用いて、低温期と高温期との基礎体温の差異または基礎体温の周期性
の有無を算出する体温差算出工程と、
　前記所定時間内に前記被測定者の脳波を検出し、該検出された脳波と前記解析結果と前
記検出された拍動の単位時間あたりの拍動数とに基づいて、前記被測定者が精神的にリラ
ックスした状態にあるのか否かを表す心地よさ度を算出する心地よさ度算出工程と、
　前記基礎体温の差異または基礎体温の周期性の有無と前記解析結果と前記心地よさ度と
に基づいて、前記被測定者の健康状態を判定する判定工程と、
　前記判定工程における判定結果に基づいて、メッセージを表示する表示工程と
　を備えることを特徴とする情報処理方法。
【請求項１１】
被測定者の拍動を検出し、拍動間隔を抽出する抽出工程と、
　前記抽出されたｎ拍目の拍動間隔とｎ＋１拍目の拍動間隔とを、２次元グラフ領域の縦
軸または横軸として順次プロットする場合の各座標データを算出する座標算出工程と、
　所定時間内に算出された前記座標データのばらつきを算出するばらつき算出工程と、
　前記所定時間内に前記被測定者の基礎体温を検出し、該検出した基礎体温を含めた過去
の基礎体温の測定結果を用いて、低温期と高温期との基礎体温の差異または基礎体温の周
期性の有無を算出する体温差算出工程と、
　前記所定時間内に前記被測定者の脳波を検出し、該検出された脳波と前記ばらつきと前
記検出された拍動の単位時間あたりの拍動数とに基づいて、前記被測定者が精神的にリラ
ックスした状態にあるのか否かを表す心地よさ度を算出する心地よさ度算出工程と、
　前記基礎体温の差異または基礎体温の周期性の有無と前記ばらつきと前記心地よさ度と
に基づいて、前記被測定者の健康状態を判定する判定工程と、
　前記判定工程における判定結果に基づいて、メッセージを表示する表示工程と
　を備えることを特徴とする情報処理方法。
【請求項１２】
請求項１０または１１に記載の情報処理方法をコンピュータによって実現させるための制
御プログラム。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、心電波形や脈拍等の生体信号に基づいて拍動のゆらぎを可視化する技術に関
するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、交感神経と副交感神経の亢進状態の評価方法として、ローレンツプロットが
知られている。一般に交感神経と副交感神経とはバランスがとれていることが重要であり
、交感神経と副交感神経とのバランスが乱れると、拍動（心拍）のゆらぎに影響を及ぼす
。
【０００３】
　ローレンツプロットとは、この拍動のゆらぎを、心電波形や脈拍等の生体信号に基づい
て可視化したものであり、広く知られている。
【０００４】
　図２２、図２３は、心電波形に基づいてローレンツプロットを生成する方法を示した図
である。図２２の２２０１に示すような心電波形が収集されると、まず、Ｒ波の位置が同
定され、Ｒ－Ｒ間隔が算出される。Ｒ波とは心電波形のピーク部分をいい、Ｒ－Ｒ間隔と
はＲ波のｎ拍目（ｎは任意の整数）とｎ＋１拍目の心拍間隔をいう。図２２の例では、Ｒ
波の位置はそれぞれ、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４と同定され、Ｒ－Ｒ間隔はそれぞれＴ２１
、Ｔ３２、Ｔ４３（ｍｓｅｃ）と算出される。
【０００５】
　そして、当該算出されたＲ－Ｒ間隔に基づいて、図２３に示す２次元グラフ領域に、Ｔ
２１を横軸に、Ｔ３２を縦軸にプロットする。次に、Ｔ３２を横軸に、Ｔ４３を縦軸にプ
ロットする。このような処理を、連続するＲ－Ｒ間隔に対して順次行うことで、ローレン
ツプロットが生成される。図２４は、生成されたローレンツプロットの一例を示す図であ
り、（ａ）は一般にバランスがとれた良好な状態を示しており、（ｂ）、（ｃ）はバラン
スがとれていない状態を示している（（ｂ）はストレス・疾患パターンを、（ｃ）は不整
脈パターンをそれぞれ示している）。
【０００６】
　このような方法により生成されるローレンツプロットを応用した技術として、本願出願
人は、これまでいくつかの提案を行っている。例えば、下記特許文献１では、当該ローレ
ンツプロットを心電波形の測定と並行してリアルタイムに表示させることで、被測定者が
その場で拍動のゆらぎを把握できるリアルタイム拍動モニタを提案している。
【０００７】
　また、下記特許文献２では、表示された被測定者のローレンツプロットに対して、被測
定者の特徴情報（年齢と性別）に対応する平均的なローレンツプロットの分布領域を重畳
して表示させることで、被測定者が拍動のゆらぎを対比して判断できるようにした心拍間
隔表示装置を提案している。
【特許文献１】特開２００１－２１２０９５号公報
【特許文献２】特開２００１－２１２０８９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、拍動のゆらぎだけでは、被測定者の健康について総合的に判断すること
は（被測定者の症状を把握し、その原因を推定し、その対応を判断することは）難しい。
拍動のゆらぎは、交感神経と副交感神経とのバランスを表すにとどまり、当該バランスの
乱れが体調の異変を伴うものであるのか、単に一過性のものであるのかは、拍動のゆらぎ
だけでは判らないからである。また、交感神経と副交感神経とのバランスの乱れが確認で
きた場合であっても、その原因が精神的なストレスによるものなのか、それ以外の要素に
よるものなのかが判らなければ、適切な対応をとることができない。このため、交感神経
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と副交感神経とのバランスのみならず、被測定者の状態を他の検出装置の結果も含めて多
面的に診ることで、被測定者の健康について総合的に判断することが望まれている。
【０００９】
　本発明は、上記課題に鑑みてなされたものであり、検出された拍動に基づいて得られた
時間領域解析結果と入力された主観データとを併せて表示する装置であって、拍動のゆら
ぎに基づいて、被測定者の健康状態を総合的に判断することができる装置を提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記の目的を達成するために本発明に係る心拍ゆらぎ検出装置は以下のような構成を備
える。即ち、
　被測定者に関する情報を設定する設定手段と、
　前記被測定者の拍動を検出し、１拍毎の拍動間隔を抽出する抽出手段と、
　前記抽出手段により抽出された拍動間隔に基づいて時間領域解析を行う解析手段と、
　所定時間内に前記被測定者の基礎体温を検出し、該検出した基礎体温を含めた過去の基
礎体温の測定結果を用いて、低温期と高温期との基礎体温の差異または基礎体温の周期性
の有無を算出する体温差算出手段と、
　前記所定時間内に前記被測定者の脳波を検出し、該検出された脳波と前記解析結果と前
記検出された拍動の単位時間あたりの拍動数とに基づいて、前記被測定者が精神的にリラ
ックスした状態にあるのか否かを表す心地よさ度を算出する心地よさ度算出手段と、
　前記基礎体温の差異または基礎体温の周期性の有無と前記解析結果と前記心地よさ度と
に基づいて、前記被測定者の健康状態を判定する判定手段と、
　前記判定手段における判定結果に基づいて、メッセージを表示する表示手段とを備える
。
【００１１】
　また、本発明に係る他の心拍ゆらぎ検出装置は以下のような構成を備える。即ち、
　被測定者の拍動を検出し、拍動間隔を抽出する抽出手段と、
　前記抽出されたｎ拍目の拍動間隔とｎ＋１拍目の拍動間隔とを、２次元グラフ領域の縦
軸または横軸として順次プロットする場合の各座標データを算出する座標算出手段と、
　所定時間内に算出された前記座標データのばらつきを算出するばらつき算出手段と、
　前記所定時間内に前記被測定者の基礎体温を検出し、該検出した基礎体温を含めた過去
の基礎体温の測定結果を用いて、低温期と高温期との基礎体温の差異または基礎体温の周
期性の有無を算出する体温差算出手段と、
　前記所定時間内に前記被測定者の脳波を検出し、該検出された脳波と前記ばらつきと前
記検出された拍動の単位時間あたりの拍動数とに基づいて、前記被測定者が精神的にリラ
ックスした状態にあるのか否かを表す心地よさ度を算出する心地よさ度算出手段と、
　前記基礎体温の差異または基礎体温の周期性の有無と前記ばらつきと前記心地よさ度と
に基づいて、前記被測定者の健康状態を判定する判定手段と、
　前記判定手段における判定結果に基づいて、メッセージを表示する表示手段とを備える
。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、検出された拍動に基づいて得られた時間領域解析結果と入力された主
観データとを併せて表示する装置において、拍動のゆらぎに基づいて、被測定者の健康状
態を総合的に判断することができるようになる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、必要に応じて添付図面を参照しながら本発明の各実施形態を詳細に説明する。な
お、以下の各実施形態で説明する心拍ゆらぎ検出装置は、時間領域解析の幾何学的図形解
析法の１つであるローレンツプロットを表示する装置として説明するが、本発明は以下に
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記載の実施形態に限定されるものではない。例えば、他の心拍変動指標として、時間領域
解析の幾何学的図形解析法の１つであるトライアングルインデックスや、時間／領域解析
であるＳＤＮＮ、ＳＤＡＮＮ、ｒ－ＭＳＳＤ、ＲＲ５０（ＮＮ５０）、ｐＮＮ５０（φ0

ＮＮ５０）、ＣＶＲＲ等を表示する装置にも適用可能である。
【００１４】
　［第１の実施形態］
　１．装置の外観構成
　図１は、本発明の第１の実施形態にかかる心拍ゆらぎ検出装置の外観構成を示す図であ
る。同図において、１０１はハウジングであり、内部の電子機器を覆うとともに、装置の
外形を形成する。ハウジング１０１の一部分（１０２に示す部分）には、拍動を検出する
ための電極が埋め込まれており、被測定者が１０２に示す部分に手のひらを当てることに
より、被測定者の拍動を検出することができる。
【００１５】
　１０３は表示／操作部であり、検出された拍動に基づいて時間領域解析法の幾何学的図
形解析法の１つで得られるデータの１つとしてのローレンツプロットを表示すると共に、
被測定者による各種操作を受け付ける。
【００１６】
　なお、図１には示されていないが、本実施形態にかかる心拍ゆらぎ検出装置には、被測
定者の体温を検出する体温計が接続できるように構成されているものとする。また、脳波
（α波）を測定する脳波検出器が接続できるように構成されているものとする。
【００１７】
　２．装置の機能構成
　図２は、本発明の第１の実施形態にかかる心拍ゆらぎ検出装置の機能構成を示す図であ
る（体温計及び脳波検出器が接続された場合の機能構成を示す図である）。同図において
、２０１はクロック部であり、クロック信号を発振し、ＣＰＵ２０２に供給する。２０２
はＣＰＵであり、クロック部２０１より発振されたクロック信号に基づいて動作する。２
０３はＲＡＭであり、ＣＰＵ２０２において処理されるプログラムのワークエリアとして
機能するとともに、プログラム処理時にデータ等を一時的に記憶する記憶手段としても機
能する。２０４はＲＯＭであり、ＣＰＵ２０２にて処理されるプログラムが格納されてい
る。
【００１８】
　２０５は表示／操作部であり、ＣＰＵ２０２において処理された処理結果を表示すると
ともに、被測定者からの指示入力を受け付ける。２０６は電極であり、被測定者の拍動を
検出し、電気信号を出力する。２０７はアンプであり、電極２０６より出力された電気信
号を増幅するとともに、デジタル信号（以下、心拍測定データ）に変換する。
【００１９】
　２０８は体温計（体温測定手段）であり、被測定者の体温を検出し、電気信号を出力す
る。２０９はアンプであり、体温計２０８より出力された電気信号を増幅するとともに、
デジタル信号（以下、体温測定データ）に変換する。
【００２０】
　２０９は脳波検出器であり、被測定者の脳波（α波）を検出し、電気信号を出力する。
２１１はアンプであり、脳波検出器２１０より出力された電気信号を増幅するとともに、
デジタル信号（以下、脳波測定データ）に変換する。
【００２１】
　２１２はデータ記録部であり、入力された体温測定データやＣＰＵ２０２において心拍
測定データや脳波測定データを処理することにより得られた算出データ、および表示／操
作部２０５を介して被測定者が設定した被測定者に関する情報（設定データ：例えば、年
齢、性別）等を記録する。
【００２２】
　ＲＯＭ２０４に格納されたプログラムにより実現される機能を２２１から２２９に示す
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。２２１は心拍検出処理部であり、アンプ２０７より出力された心拍測定データを受信す
る。２２２は心拍間隔検出処理部であり、受信した心拍測定データに基づいて、心拍波形
のＲ波を同定したのち、各Ｒ－Ｒ間隔を算出し、ローレンツプロットデータ（２次元グラ
フ領域にローレンツプロットを表示するための座標データ）を生成する。また、所定時間
、例えば、１分間あたりの心拍数を算出する。更に、測定が完了した際には、ゆらぎ度お
よび目標達成度を算出する。なお、ゆらぎ度とは、２次元グラフ領域における分布領域の
大きさ（本実施形態にあっては、ローレンツプロットデータのばらつき）のことをいうも
のとする。また、目標達成度とは、被測定者に関する情報（年齢）に対応する平均的なロ
ーレンツプロットの分布領域の大きさに対する、生成されたローレンツプロットの分布領
域の大きさの割合をいう。
【００２３】
　２２３は表示処理部であり、測定開始時においては、被測定者により予め入力された設
定データを表示／操作部２０５上に表示する。また、測定中は、心拍間隔検出処理部２２
２において生成されたローレンツプロットデータに基づいて、表示／操作部２０５上にロ
ーレンツプロットを表示するとともに、心拍波形のＲ波のタイミングに合わせて、文字、
記号、シンボルマーク等で表示される心拍検出マーク（後述）を点滅させ、更に心拍数を
表示する。また、測定完了時には、算出されたゆらぎ度および目標達成度を表示する。ま
た、後述する体温入力処理部において受信された体温測定データ、ならびに脳波入力処理
部において算出された心地よさ度を表示する。更に、過去のローレンツプロットデータを
読み出し、表示／操作部２０５上にローレンツプロットを表示すると共に、後述するトレ
ンド処理部により抽出されたゆらぎ度、体温、心地よさ度をトレンドグラフとして表示す
る。
【００２４】
　２２４はデータ記録処理部であり、算出されたローレンツプロットデータ、ゆらぎ度、
目標達成度、心地よさ度および入力された設定データのほか、体温測定データ等を、デー
タ記録部２１２に記録する。また、過去に記録されたローレンツプロットデータ、ゆらぎ
度、目標達成度、心地よさ度および入力された設定データ、体温測定データ等をデータ記
録部２１２より削除する。
【００２５】
　２２５はトレンド処理部であり、データ記録部２１２に記録された過去のゆらぎ度、心
地よさ度および体温測定データを抽出し時系列に配列する。なお、特定の設定データと対
応づけられたゆらぎ度、心地よさ度及び体温測定データのみを抽出したうえで、時系列に
配列することも可能である。なお、ゆらぎ度を昇順、降順、頻度順、日付毎等、任意に選
択して配列することも可能である。
【００２６】
　２２６はユーザ入力処理部であり、表示／操作部２０５を介して入力された設定データ
を受信する。
【００２７】
　２２７は体温入力処理部であり、アンプ２０９より出力された体温測定データを受信す
るとともに、受信した体温測定データを含めた直近の基礎体温の低温期および高温期の体
温差を算出する。２２８は脳波入力処理部であり、アンプ２１１より出力された脳波測定
データを受信するとともに、受信した脳波および算出された心拍数、ゆらぎ度を用いて被
測定者が精神的にリラックスした状態にあるのか否かを示す心地よさ度を算出する。
【００２８】
　２２９は判定処理部であり、算出された各種データ（ゆらぎ度、基礎体温の低温期およ
び高温期、体温差または基礎体温の周期性の有無、心地よさ度）に基づいて、被測定者の
健康状態を判定する。
【００２９】
　３．装置における画面構成
　図３は、表示／操作部２０５の画面例を示す図である（なお、画面は液晶画面のほか、
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視認性の高い有機ＥＬなどを用いても良い）。３０１はデータ表示部であり、表示処理部
２２３が各種データを表示する。図３の例では、ローレンツプロットを表示するための画
面が図示されており、横軸および縦軸の単位はｍｓｅｃである。３０９、３１０はそれぞ
れデータ表示部３０１をスクロールするためのスクロールバーである。２０５ａは、カー
ソル、スクロールバーを任意に移動させるための十字キーである。
【００３０】
　３０２は測定ボタンであり、被測定者は測定ボタン３０２を押下することにより、測定
を開始する。
【００３１】
　３０３は再生ボタンであり、データ記録部２１２に記録された過去のローレンツプロッ
トデータ等を読み出し、データ表示部３０１に表示する。３０４は削除ボタンであり、デ
ータ記録部２１２に記録された過去のローレンツプロットデータ、ゆらぎ度、目標達成度
、心地よさ度および設定データ、体温測定データ等を削除する。
【００３２】
　３０５はトレンド表示ボタンであり、データ表示部３０１上にゆらぎ度、心地よさ度、
体温測定データのトレンドグラフを表示する。３０６はトレンド表示終了ボタンであり、
データ表示部３０１上のトレンドグラフの表示を終了し、ローレンツプロットの表示に戻
す。
【００３３】
　３０７、３０８はそれぞれ縮小ボタンおよび拡大ボタンであり、データ表示部３０１上
に表示されるローレンツプロットやトレンドグラフ等を縮小または拡大する。
【００３４】
　４．装置における処理の流れ（全体）
　図４は、本発明の第１の実施形態にかかる心拍ゆらぎ検出装置における全体処理の流れ
を示すフローチャートである。ステップＳ４０１において装置の電源が投入されると、ス
テップＳ４０２では、表示／操作部２０５に初期画面（例えば、図３に示す画面）が表示
される。
【００３５】
　ステップＳ４０３では、被測定者によりどのような操作が行われたのかを判定する。被
測定者により測定ボタン３０２が押下されたと判定された場合には、ステップＳ４０４に
進み、測定処理を実行する（測定処理の詳細は、後述）。また、被測定者により再生ボタ
ン３０３または削除ボタン３０４が押下されたと判定された場合には、ステップＳ４０７
に進み、ローレンツプロットデータ再生／削除処理を実行する（ローレンツプロットデー
タ再生／削除処理の詳細は、後述）。更に、被測定者によりトレンド表示ボタン３０５が
押下されたと判定された場合には、ステップＳ４０８に進み、トレンド表示処理を実行す
る（トレンド表示処理の詳細は、後述）。
【００３６】
　ステップＳ４０４における測定処理が終了すると、ステップＳ４０５に進み、算出され
たローレンツプロットデータ等をデータ記録部２１２に保存するか否かを判定する。被測
定者より保存指示が入力された場合には、ステップＳ４０６に進み、ローレンツプロット
データ等の保存処理を行う。
【００３７】
　ステップＳ４０５において保存指示が入力されなかったと判定された場合、またはステ
ップＳ４０６においてローレンツプロットデータ等の保存処理が終了した場合、または、
ステップＳ４０７においてローレンツプロットデータ再生／削除処理が終了した場合、ま
たはステップＳ４０８においてトレンド表示処理が終了した場合には、ステップＳ４０９
に進む。
【００３８】
　ステップＳ４０９では、電源ＯＦＦ操作がなされたか否かを判定し、電源ＯＦＦ操作が
なされていなければ、ステップＳ４０３に戻り、上記処理を繰り返す。
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【００３９】
　一方、ステップＳ４０９において電源ＯＦＦ操作がなされた場合には、処理を終了する
。
【００４０】
　５．測定処理（ステップＳ４０４）の詳細
　図５～図９を用いて、測定処理（ステップＳ４０４）の詳細について説明する。図５Ａ
は、測定処理（ステップＳ４０４）の流れを示すフローチャートである。
【００４１】
　測定ボタン３０２が押下され測定処理が起動すると、ステップＳ５０１では、データ表
示部３０１に設定データ入力画面を表示し、設定データが入力されたか否かを判定する。
【００４２】
　例えば、図６はデータ表示部３０１に設定データ入力画面６０１が表示された様子を示
す図である。同図に示すように、本実施形態の場合、例えば測定に際してはデフォルトさ
れた項目（ここでは６０２～６０６の５項目）について被測定者が設定データを入力する
構成となっている。
【００４３】
　６０２は被測定者の年齢を選択する項目である（被測定者の年齢が選択されることで、
該年齢に対応する平均的なローレンツプロットの分布領域を呼び出すことができる）。６
０３は被測定者の現在の状況を選択する項目である。６０４および６０５は被測定者の主
観に基づく被測定者自身の自覚症状についての情報を入力する項目である。具体的には、
６０４は被測定者の現在の精神状態に関する情報を入力する項目である。６０５は被測定
者の現在の体調（肉体的状態）に関する情報を入力する項目である。６０６は、被測定者
が現在服薬している薬に関する情報を入力する項目である。
【００４４】
　６０７は設定ボタンであり、当該設定ボタン６０７が押下されると、設定項目６０２か
ら６０６の設定データを設定したのち、設定データ入力画面６０１を閉じる。６０８はキ
ャンセルボタンであり、当該キャンセルボタン６０８が押下されると設定項目６０２から
６０６の設定データを設定することなく、設定データ入力画面６０１が閉じられる。
【００４５】
　設定ボタン６０７が押下されると、ステップＳ５０１において設定データが入力された
と判断し、ステップＳ５０２に進む。一方、キャンセルボタン６０８が押下されると処理
を終了する。
【００４６】
　ステップＳ５０２では、閾値ａ、ｂ、ｃを設定する。なお、閾値ａ、ｂ、ｃの設定処理
の詳細な流れは後述する。
【００４７】
　ステップＳ５０２での処理が終わると、図７に示すように測定開始指示入力画面７０１
が表示され、測定を開始するか否かを判定する。
【００４８】
　開始ボタン７０２が押下された場合には、測定開始指示入力画面７０１を閉じ、測定（
心拍、体温、脳波）を開始する（ステップＳ５０３において“Ｙｅｓ”）。一方、キャン
セルボタン７０３が押下された場合には、測定開始指示入力画面７０１を閉じ、処理を終
了する（ステップＳ５０３において“Ｎｏ”）。
【００４９】
　ステップＳ５０３において測定が開始されると、ステップＳ５０４では、設定データ等
の表示を行う。図８は、測定が開始された直後のデータ表示部３０１の一例を示す図であ
る。
【００５０】
　同図において、８０１は心拍検出マークであり、心拍検出処理部２２１において受信さ
れた心拍測定データのＲ波に合わせて点滅する。８０２は心拍数表示欄（１分間あたりの
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心拍の数を表示する欄）である。８０３は、データ表示部３０１が現在拡大表示されてい
るのか、標準の大きさで表示されているのか、縮小表示されているのかを表示する欄であ
る。８０４は現在の日時を表示する欄である。更に、８０７の目標設定欄には設定データ
入力画面６０１において被測定者が選択した被測定者の年齢または年齢と性別が表示され
る（ただし、年齢、性別は表示されなくても良い）。８０５は選択された被測定者の年齢
に対応する平均的なローレンツプロットの分布領域を示したものである。
【００５１】
　ステップＳ５０５では、心拍検出処理部２２１が心拍測定データを受信する。また体温
入力処理部２２７が体温測定データを受信する。更に、脳波入力処理部２２８が脳波測定
データを受信する。
【００５２】
　ステップＳ５０６では、心拍検出処理部２２１で受信した心拍測定データに基づいて、
心拍検出マーク８０１を点滅させるとともに、心拍数表示欄８０２に、心拍数をリアルタ
イム表示する。
【００５３】
　ステップＳ５０７では、ローレンツプロットを行う。図８の８０６はローレンツプロッ
トの一例である。ステップＳ５０８では、測定が開始されてから所定時間経過したか否か
を判定する。所定時間経過していなければ、ステップＳ５０５に戻る。一方、所定時間経
過していれば、ステップＳ５０９に進む。なお、所定時間経過するまでの経過を、データ
表示部３０１の任意の位置に表示（セグメント表示などで、カウントダウン表示またはカ
ウントアップ表示）したり、ペット、子供、風景、キャラクタなどを任意に選択して順次
画像等を完成させるような画面表示としてもよい。また、所定時間経過するまでにローレ
ンツプロットを順に表示するが、所定時間経過後、全てのローレンツプロットを同時に表
示するようにしても良い。
【００５４】
　ステップＳ５０９では、今回測定時の全てのローレンツプロットデータに基づいて、目
標達成度及びゆらぎ度を算出し、データ表示部３０１に表示する。好ましくは、更にステ
ップＳ５１０では、ローレンツプロットの分布領域を示す線をデータ表示部３０１に表示
する。こうして被測定者に関する情報（年齢、性別）に対応する平均的なローレンツプロ
ットの分布領域の大きさと容易に比較することができる。
【００５５】
　ステップＳ５１１では、体温測定データをデータ表示部３０１に表示する。更に、ステ
ップＳ５１２では、ステップＳ５０５にて受信された脳波測定データとステップＳ５０６
にて検出された心拍数とステップＳ５０９にて算出されたゆらぎ度とに基づいて、被測定
者の心地よさ度を算出する。なお、心地よさ度の算出にあたっては下式を用いる。
(式１）心地よさ度＝Ａ×心拍数＋Ｂ×ゆらぎ度＋Ｃ×α波＋Ｄ
ただし、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは係数
　ステップＳ５１３では、ステップＳ５０５にて受信された体温測定データとステップＳ
５０９にて算出されたゆらぎ度とステップＳ５１２にて算出された心地よさ度とに基づい
て、被測定者の状態を判定する（なお、判定処理の詳細は後述）。また、判定した被測定
者の状態に対応するメッセージをデータ表示部３０１に表示する。
【００５６】
　図９は、ローレンツプロットの分布領域を示す線９０１と、目標達成度９０２、ゆらぎ
度９０３、体温９０４、心地よさ度９０５、メッセージ９０６がそれぞれ表示された様子
を示す図である。
【００５７】
　　５．１　閾値ａ、ｂ、ｃ設定処理（ステップＳ５０２）の詳細
　上記閾値ａ、ｂ、ｃ設定処理（ステップＳ５０２）の詳細について図５Ｂを用いて説明
する。ステップＳ５２１では、すでに測定されデータ記録部２１２に記録済みの過去のゆ
らぎ度を全て読み出す。ステップＳ５２２では、ステップＳ５２１にて読み出された過去
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のゆらぎ度の平均値Ａｖｇを算出する。ステップＳ５２３では、算出されたＡｖｇをゆら
ぎ度の閾値ａに設定する。
【００５８】
　ステップＳ５２４では、データ記録部２１２に予め記録されている体温の閾値（基礎体
温の高温期と低温期の差異）を読み出す。ステップＳ５２５では、読み出された値を体温
の閾値ｂに設定する。
【００５９】
　ステップＳ５２６では、データ記録部２１２に予め記録されている心地よさ度の閾値を
読み出す。ステップＳ５２７では、読み出された値を心地よさ度の閾値ｃに設定する。
【００６０】
　このように、本実施形態では、ゆらぎ度の閾値は被測定者の過去の測定結果に基づいて
設定する。また体温および心地よさ度の閾値は、予め定められた値を用いる。
【００６１】
　　５．２　判定処理（ステップＳ５１３）の詳細
　次に判定処理（ステップＳ５１３）の詳細について図５Ｃを用いて説明する。ステップ
Ｓ５３１では、算出されたゆらぎ度が閾値ａ以上であるか否かを判定する。算出されたゆ
らぎ度が閾値ａ以上であると判定された場合には、ステップＳ５３２に進む。
【００６２】
　ステップＳ５３２では、測定された体温測定データを含む過去の基礎体温の高温期と低
温期の差異を算出する。現在が高温期にある場合には、測定された体温を含む直近の高温
期の体温の平均値と、その前の低温期の体温の平均値との差異を算出する。また、現在が
低温期にある場合には、測定された体温を含む直近の低温期の体温の平均値と、その前の
高温期の体温の平均値との差異または基礎体温の周期性の有無を算出する。更に、算出さ
れた差異が閾値ｂ以上であるか否かを判定する。算出された差異が閾値ｂ以上であると判
定された場合には、ステップＳ５３３に進む。
【００６３】
　ステップＳ５３３では、算出された心地よさ度が閾値ｃ以上であるか否かを判定する。
算出された心地よさ度が閾値ｃ以上であると判定された場合には、ステップＳ５３４に進
む。
【００６４】
　ここで、ゆらぎ度が閾値ａ以上であるということは、副交感神経が優位な状態にあると
いえる。更に、基礎体温の高温期と低温期との差異が閾値ｂ以上であるということは体調
が良い状態にあるといえる。更に、心地よさ度が閾値ｃ以上であるということ、または基
礎体温の周期性（リズム）があるということは、リラックスの感情が優位にあるといえる
。したがって、ステップＳ５３４では、現在の被測定者は、“精神面でのストレスは低く
、体温にも影響していない”と判定する。なお、副交感神経優位になりすぎると、アレル
ギー、肥満の原因となるため注意が必要であることから、この時点で被測定者は、程よい
緊張状態を取り入れたほうがよいといえる。
【００６５】
　一方、ステップＳ５３３において、心地よさ度が閾値ｃより低いと判定された場合には
、ステップＳ５３５に進む。
【００６６】
　ここで、心地よさ度が閾値ｃより小さいということは、被測定者はリラックス状態にな
いといえる。したがって、ステップＳ５３５では、現在の被測定者は、“精神面でのスト
レスを感じている可能性がある”と判定する。なお、このような状態は、被測定者にとっ
て望ましい状態とはいえず、被測定者は適度な運動を取り入れるなどして、健康を維持す
るようにしたほうがよいといえる。
【００６７】
　一方、ステップＳ５３２において、体温が閾値ｂより小さいと判定された場合には、ス
テップＳ５３６に進み、算出された心地よさ度が閾値ｃ以上であるであるか否かを判定す
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る。算出された心地よさ度が閾値ｃ以上であると判定された場合には、ステップＳ５３７
に進む。
【００６８】
　ここで、ゆらぎ度が閾値ａ以上であるということは、副交感神経が優位な状態にあると
いえる。一方、基礎体温の高温期と低温期との差異が閾値ｂより小さいということは、体
調が正常なリズムでないといえる。一方、心地よさ度が閾値ｃ以上であるということはリ
ラックスの感情が優位にあるといえる。したがって、ステップＳ５３７では、“現在の被
測定者は、精神面でのストレスは低いが女性ホルモンの働きに異常の可能性がある”と判
定する。
【００６９】
　一方、ステップＳ５３６において、心地よさ度が閾値ｃより小さいと判定された場合に
は、ステップＳ５３８に進む。
【００７０】
　ここで、心地よさ度が閾値ｃより小さいということは、被測定者がリラックス状態にな
いといえる。したがって、ステップＳ５３８では、“精神面でのストレスが体温異常に影
響を及ぼしている可能性がある”と判定する。
【００７１】
　一方、ステップＳ５３１において、ゆらぎ度が閾値ａより小さいと判定された場合には
、ステップＳ５３９に進み、基礎体温の高温期と低温期との差異が閾値ｂ以上であるか否
かを判定する。差異が閾値ｂ以上であると判定された場合には、ステップＳ５４０に進む
。
【００７２】
　ステップＳ５４０では、算出された心地よさ度が閾値ｃ以上であるか否かを判定する。
算出された心地よさ度が閾値ｃ以上であると判定された場合には、ステップＳ５４１に進
む。
【００７３】
　ここで、ゆらぎ度が閾値ａより小さいということは、交感神経が優位な状態にあるとい
える。更に、基礎体温の高温期と低温期との差異が閾値ｂ以上であるということ、または
基礎体温の周期性（リズム）があるということは体調が良い状態にあるといえる。更に、
心地よさ度が閾値ｃ以上であるということは、リラックスの感情が優位にあるといえる。
したがって、ステップＳ５４１では、現在の被測定者は、“精神面でのストレスも低く、
体温に影響を及ぼしていない”と判定する。
【００７４】
　一方、ステップＳ５４０において、心地よさ度が閾値ｃより小さいと判定された場合に
は、ステップＳ５４２に進む。
【００７５】
　ここで、心地よさ度が閾値ｃより小さいということは、被測定者がリラックス状態にな
いといえる。したがって、ステップＳ５４２では、“精神面でのストレスを感じているが
体温には影響していない”と判定する。
【００７６】
　一方、ステップＳ５３９において、基礎体温の高温期と低温期との差異が閾値ｂより小
さいと判定された場合または基礎体温の周期性（リズム）がないと判定された場合には、
ステップＳ５４５に進み、算出された心地よさ度が閾値ｃ以上であるか否かを判定する。
算出された心地よさ度が閾値ｃ以上であると判定された場合には、ステップＳ５４４に進
む。
【００７７】
　ここで、ゆらぎ度が閾値ａより小さいということは、交感神経が優位な状態にあるとい
える。一方、基礎体温の高温期と低温期との差異が閾値ｂより小さいということ、または
基礎体温の周期性（リズム）がないということは、体調が正常なリズムでないといえる。
一方、心地よさ度が閾値ｃ以上であるということはリラックスの感情が優位にあるといえ
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る。したがって、ステップＳ５４４では、“精神面でのストレスは低いが女性ホルモンの
働きに異常の可能性がある”と判定する。
【００７８】
　一方、ステップＳ５４３において心地よさ度が閾値ｃより小さいと判定された場合には
、ステップＳ５４５に進む。
【００７９】
　ここで、心地よさ度が閾値ｃより小さいということは、被測定者はリラックス状態にな
いといえる。したがって、ステップＳ５４５では、“精神面でのストレスが体温異常に影
響を及ぼしている可能性がある”と判定する。
【００８０】
　このように、本実施形態にかかる心拍ゆらぎ検出装置では、拍動のゆらぎと体温と心地
よさ度とに基づいて、被測定者の健康状態を総合的に判定する。具体的には、基礎体温の
高温期と低温期との差異の大きさまたは基礎体温の周期性（リズム）の有無に基づいて、
被測定者の体調の良し悪しを判定し、体調が悪いと判定された場合、その原因が精神面の
ストレスによるものなのか、それ以外の原因によるものなのかを、拍動のゆらぎと心地よ
さ度とに基づいて判定する。これにより、被測定者は適切な対応をとることが可能となる
。
【００８１】
　また、被測定者の体調が良いと判定された場合でも、症状としてあらわれていないだけ
で実際は精神的なストレスを受けている可能性があるのか、あるいは、実際に精神的なス
トレス自体を受けていないのかを、拍動のゆらぎと心地よさ度とに基づいて判定する。こ
れにより、被測定者は体調を崩す前に適切な対応をとることが可能となる。
【００８２】
　６．プロットデータ保存処理（ステップＳ４０６）の詳細
　図１０～図１２を用いてプロットデータ保存処理（ステップＳ４０６）の詳細について
説明する。測定が完了し、分布領域を示す線９０１と、目標達成度９０２、ゆらぎ度９０
３、体温９０４、心地よさ度９０５、メッセージ９０６が表示されると、図１１に示すよ
うに、データ表示部３０１には、測定結果保存入力画面１１０１が表示される。測定結果
保存入力画面１１０１には、保存ボタン１１０２とキャンセルボタン１１０３とが含まれ
る。保存ボタン１１０２は、被測定者が今回測定した測定結果の保存を指示するためのボ
タンである。キャンセルボタン１１０３は、今回測定した測定結果を保存しない旨の指示
を入力するためのボタンである。
【００８３】
　図１１において、保存ボタン１１０２が押下されると、図１０のステップＳ１００１で
は、今回測定時に設定された各種設定データをデータ記録部２１２に記録する。更に、ス
テップＳ１００２では、該設定データに対応付けて算出データ（ローレンツプロットデー
タ、分布領域を示す線９０１、目標達成度９０２、ゆらぎ度９０３、心地よさ度９０５）
ならびに体温測定データ（体温９０４）をデータ記録部２１２に記録する。なお、このと
き、測定完了時の日時もあわせて記録する。
【００８４】
　図１２は、プロットデータ保存処理によりデータ記録部２１２に記録された各種データ
（日時、設定データ、算出データ、体温測定データ）の一例を示す図である。
【００８５】
　同図において、１２０１はデータ番号であり、保存するデータごとに、保存する順序に
従って昇順に付される。
【００８６】
　１２０２は測定完了の日時である。１２０３－１から１２０７は、測定の際に被測定者
が入力した設定データであり、１２０８から１２１２は算出データである。具体的には、
１２０８はローレンツプロットデータであり、１２０９は分布領域を示す線データであり
、１２１０は目標達成度であり、１２１１はゆらぎ度であり、１２１２は心地よさ度であ
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る。１２１３は体温測定データである。
【００８７】
　７．ローレンツプロットデータ再生／削除処理（ステップＳ４０７）の詳細
　図１３～図１５を用いてローレンツプロットデータ再生／削除処理（ステップＳ４０７
）の詳細について説明する。再生ボタン３０３または削除ボタン３０４が押下されると、
図１３のステップＳ１３０１では、再生ボタン３０３または削除ボタン３０４のいずれの
ボタンが押下されたかを判断する。
【００８８】
　ステップＳ１３０１において再生ボタン３０３が押下されたと判断された場合には、ス
テップＳ１３０２に進み、データ記録部２１２に記録されているデータ一覧をデータ表示
部３０１に表示する。図１４の１４０１は、データ一覧を表示した様子を示している。被
測定者は、データ一覧１４０１に記載されたデータ番号のうちのいずれかを選択して、再
生ボタン１４０２を押下する。
【００８９】
　ステップＳ１３０３では、被測定者により選択されたデータ番号に基づいて、ローレン
ツプロットデータの再生処理に必要なデータ（設定データ（年齢）、算出データ（ローレ
ンツプロットデータ１２０８、分布領域を示す線データ１２０９、目標達成度１２１０、
ゆらぎ度１２１１、心地よさ度１２１２）、体温測定データ１２１３）を読み出す。
【００９０】
　ステップＳ１３０４では、ステップＳ１３０３において読み出されたデータを、データ
表示部３０１に表示する。このとき、設定データ（年齢）に対応する平均的なローレンツ
プロットの分布領域を呼び出し、合わせて表示する。
【００９１】
　なお、データ一覧１４０１が表示された際に、被測定者がキャンセルボタン１４０３を
押下した場合には、データ表示部３０１は、再生ボタン３０３が押下される前の表示に戻
る。
【００９２】
　一方、ステップＳ１３０１において、削除ボタン３０４が押下されたと判断された場合
には、ステップＳ１３０５に進み、データ記録部２１２に記録されているデータ一覧をデ
ータ表示部３０１に表示する。図１５の１５０１は、データ一覧を表示した様子を示して
いる。被測定者は、データ一覧１５０１に記載されたデータ番号のうちのいずれかを選択
して、削除ボタン１５０２を押下する。
【００９３】
　ステップＳ１３０６では、被測定者により選択されたデータ番号のデータをデータ記録
部２１２から削除する。続けて、被測定者が他のデータ番号を選択して、削除ボタン１５
０２を押下すると、当該データ番号のデータは、データ記録部２１２から削除される。つ
まり、キャンセルボタン１５０３が押下されるまでは、連続的にデータを削除することが
できる。
【００９４】
　キャンセルボタン１５０３が押下されると、ステップＳ１３０７では、削除ボタン３０
４が押下される直前の表示に戻る。
【００９５】
　８．トレンド表示処理（ステップＳ４０８）の詳細
　図１６～図１８を用いてトレンド表示処理（ステップＳ４０８）の詳細について説明す
る。
【００９６】
　トレンド表示ボタン３０５が押下されると、図１７に示すトレンド表示方法選択画面１
７００をデータ表示部３０１に表示する。
【００９７】
　ステップＳ１６０１では、トレンド表示方法選択画面１７００において、被測定者が選
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択するトレンド表示方法を受け付ける。ステップＳ１６０２では、トレンド表示方法選択
画面１７００において、「全データを時系列で表示」（１７０１）が選択されたか否かを
判定する。
【００９８】
　ステップＳ１６０２において、「全データを時系列で表示」（１７０１）が選択された
と判定された場合には、ステップＳ１６０３に進み、データ記録部２１２に記録された全
てのゆらぎ度、心地よさ度及び体温測定データを抽出する。ステップＳ１６０４では、ス
テップＳ１６０３にて抽出されたゆらぎ度、心地よさ度及び体温測定データを時系列にソ
ートし、トレンドグラフとして表示する。
【００９９】
　ステップＳ１６０２において、「全データを時系列で表示」（１７０１）が選択されな
かったと判定された場合（つまり、「特定のデータを抽出して表示」（１７０２）が選択
されたと判定された場合）には、ステップＳ１６０５に進む。
【０１００】
　例えば、「特定のデータを抽出して表示」（１７０２）を選択した場合、被測定者は、
「特定のシチュエーション」（１７０３）、「特性の精神状態」（１７０４）、「特定の
体調」（１７０５）、「特定の薬」（１７０６）のいずれか１つまたは複数を選択する。
【０１０１】
　なお、複数選択した場合には、それらの項目がすべて設定されたデータ番号のゆらぎ度
、心地よさ度及び体温測定データが抽出されることとなる。
【０１０２】
　そこで、ステップＳ１６０５では、当該選択された設定データが設定されたデータ番号
に対応するゆらぎ度、心地よさ度及び体温測定データをデータ記録部２１２より抽出する
。ステップＳ１６０６では、当該抽出されたゆらぎ度、心地よさ度及び体温測定データを
時系列または昇順、降順でソートし、ステップＳ１６０７では、トレンドグラフとして表
示する。
【０１０３】
　図１８は、データ表示部３０１に表示されたトレンドグラフ（１８００はゆらぎ度のト
レンドグラフ、１８０４は体温のトレンドグラフ、１８０５は心地よさ度のトレンドグラ
フ）の一例を示す図である。横軸は例えば日時を示し、縦軸はゆらぎ度（％）または体温
（℃）または心地よさ度（％）を示している。１８０１は、データ表示部３０１に表示さ
れたゆらぎ度のトレンドグラフのうち最大値を、１８０２は、データ表示部３０１に表示
されたゆらぎ度のトレンドグラフのうち最小値を、１８０３は、データ表示部３０１に表
示されたゆらぎ度のトレンドグラフの平均値を、それぞれ示している。なお、横軸をシミ
ュレーションとして表示しても良い。
【０１０４】
　図１６に戻る。ステップＳ１６０８では、表示されたトレンドグラフの特定箇所が被測
定者により指定されたか否かを判定する。被測定者により指定されたと判定された場合に
は、ステップＳ１６０９に進み、当該指定されたゆらぎ度、心地よさ度または体温測定デ
ータに対応する設定データを読み出し、ステップＳ１６１０にて、当該読み出された設定
データを吹き出し表示する。
【０１０５】
　図１９は、データ表示部３０１に表示されたトレンドグラフの特定箇所が指定された様
子を示す図である。同図に示すように、十字キー２０５ａでカーソル３１０ａを特定箇所
に移して、例えば、吹き出し（コメント等）が表示され（１９０１、１９０２、１９０３
）、当該特定箇所におけるゆらぎ度または体温測定データに対応する設定データが表示さ
れる。
【０１０６】
　図１６に戻る。ステップＳ１６１１では、トレンド表示終了ボタン３０６が押下された
か否かを判定する。トレンド表示終了ボタン３０６が押下されたと判定された場合には、
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トレンド表示を終了し、ステップＳ１６０１においてトレンド表示方法選択画面１７００
が表示される前の表示画面に戻る。
【０１０７】
　一方、ステップＳ１６１１において、トレンド表示終了ボタン３０６が押下されていな
いと判定された場合には、ステップＳ１６０８に戻る。
【０１０８】
　以上の説明から明らかなように、本実施形態では、心拍とあわせて体温および脳波を測
定し、拍動のゆらぎと体温と心地よさ度とに基づいて、被測定者の健康状態を判定するこ
ととした。
【０１０９】
　つまり、拍動のゆらぎと体温と心地よさ度とを考慮することで、被測定者の体調の良し
悪しを判定し、その原因が精神面でのストレスによるものなのか、それ以外の原因による
ものなのかを判定することが可能となる。これにより、被測定者は適切な対応をとること
ができるようになる。
【０１１０】
　また、被測定者の体調が良いと判定された場合でも、症状としてあらわれていないだけ
で実際は精神的なストレスを受けている場合もある。本実施形態では、このような状態に
ついても判定することができるため、被測定者は体調を崩す前に適切な対応をとることが
できる。このように、本実施形態によれば、被測定者の健康状態を総合的に判断すること
が可能となる。
【０１１１】
　［第２の実施形態］
　上記第１の実施形態では、閾値ａは、過去のゆらぎ度に基づいて自動的に算出すること
とし、閾値ｂ、ｃは、予め決められた値を設定することとしたが、本発明は特にこれに限
られない。例えば、閾値ａ、ｂ、ｃを被測定者が任意に設定できるように構成してもよい
。
【０１１２】
　図２０は、本実施形態における閾値ａ、ｂ、ｃの設定処理（ステップＳ５０２）の詳細
を示す図であり、図２１は、閾値ａ、ｂ、ｃの設定処理（ステップＳ５０２）が開始され
た際に、データ表示部３０１に表示される閾値入力画面２１０１を示す図である。
【０１１３】
　被測定者は、閾値入力画面２１０１のゆらぎ度の閾値を入力する欄（２１０２）におい
て、適切な閾値を入力する。また、体温の閾値を入力する欄（２１０３）において、適切
な閾値を入力する。入力が完了すると設定ボタン２１０４を押下する。更に、心地よさ度
の閾値を入力する欄（２１０４）において、適切な閾を入力する。
【０１１４】
　被測定者が設定ボタン２１０４を押下すると、図２０のステップＳ２００１において、
閾値が入力されたと判定し、ステップＳ２００２に進む。ステップＳ２００２では、入力
された閾値をそれぞれａ、ｂ、ｃに設定する。
【０１１５】
　一方、被測定者がキャンセルボタン２１０５を押下すると、図２０のステップＳ２００
１において、閾値が入力されなかったと判定し、処理を終了する。
【０１１６】
　以上の説明から明らかなように、本実施形態によれば、ゆらぎ度の閾値ａおよび体温の
閾値ｂ、心地よさ度の閾値ｃを被測定者が任意に設定することが可能となる。
【０１１７】
　［第３の実施形態］
　上記第１の実施形態では、ゆらぎ度と体温と心地よさ度とに基づいて、被測定者の健康
状態（体調の良し悪し、その原因、対応）をメッセージとしてデータ表示部３０１に表示
することとしたが、本発明は特にこれに限られない。例えば、現状の健康状態に対応して
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、被測定者に生活習慣のアドバイスを表示するようにしてもよい。
【０１１８】
　例えば、図５ＣのステップＳ５３４において、“精神面でのストレスは低く、体温にも
影響していない状態”と判定された場合には、程よい緊張状態を取り入れるアドバイスを
行い、副交感神経優位になりすぎるとアレルギーがでたり肥満になったりする可能性があ
る旨の注意を促すようにしてもよい。
【０１１９】
　また、ステップＳ５３５において、“精神面でのストレスを感じている可能性がある”
と判定された場合には、精神面でのストレスを緩和するアドバイスを行うようにしてもよ
い。
【０１２０】
　また、ステップＳ５３７において、“精神面でのストレスは低いが女性ホルモンの働き
に異常がある可能性があると判定された場合には、被測定者に対して、医師への受診を促
すようにしてもよい。
【０１２１】
　また、ステップＳ５３８において、“精神面でのストレスが体温異常に影響を及ぼして
いる”と判定された場合には、被測定者に精神面でのストレスを緩和するアドバイスをし
てもよい。また、基礎体温管理において医師への受診を促すようにしてもよい。
【０１２２】
　このようなアドバイスを表示することにより、被測定者が自身の現状の健康状態の傾向
を把握することができるだけでなく、今後何をしなければならないかを知ることができる
ようになり、健康管理を進めていくうえで、被測定者にとって有意義となる。
【図面の簡単な説明】
【０１２３】
【図１】本発明の第１の実施形態にかかる心拍ゆらぎ検出装置の外観構成を示す図である
。
【図２】本発明の第１の実施形態にかかる心拍ゆらぎ検出装置の機能構成を示す図である
。
【図３】表示／操作部２０５の画面例を示す図である。
【図４】本発明の第１の実施形態にかかる心拍ゆらぎ検出装置における処理の流れを示す
フローチャートである。
【図５Ａ】測定処理（ステップＳ４０３）の処理の流れを示すフローチャートである。
【図５Ｂ】閾値設定処理（ステップＳ５０２）の処理の流れを示すフローチャートである
。
【図５Ｃ】判定処理（ステップＳ５１２）の処理の流れを示すフローチャートである。
【図６】設定データ入力画面６０１が表示された様子を示す図である。
【図７】測定開始指示入力画面７０１が表示された様子を示す図である。
【図８】測定が開始された直後のデータ表示部３０１の一例を示す図である。
【図９】ローレンツプロットデータのゆらぎ度を示す線９０１と、目標達成度９０２、ゆ
らぎ度９０３、体温９０４、心地よさ度９０５、メッセージ９０６が表示された様子を示
す図である。
【図１０】プロットデータ保存処理（ステップＳ４０６）の処理の流れを示すフローチャ
ートである。
【図１１】測定結果保存入力画面１１０１が表示された様子を示す図である。
【図１２】プロットデータ保存処理によりデータ記録部２１２に記録された各種データを
示す図である。
【図１３】ローレンツプロットデータ再生／削除処理（ステップＳ４０７）の処理の流れ
を示すフローチャートである。
【図１４】データ一覧を表示した様子を示す図である。
【図１５】データ一覧を表示した様子を示す図である。
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【図１６】トレンド表示処理（ステップＳ４０８）の処理の流れを示すフローチャートで
ある。
【図１７】トレンド表示方法選択画面の一例を示す図である。
【図１８】データ表示部３０１に表示されたトレンドグラフの一例を示す図である。
【図１９】データ表示部に表示されたトレンドグラフの特定箇所が指定された様子を示す
図である。
【図２０】閾値設定処理（ステップＳ５０２）の処理の流れを示すフローチャートである
。
【図２１】閾値入力画面の一例を示す図である。
【図２２】心電波形に基づくローレンツプロット方法を説明するための図である。
【図２３】心電波形に基づくローレンツプロット方法を説明するための図である。
【図２４】ローレンツプロットの一例を示す図である。

【図１】 【図２】
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